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系群構造 
北太平洋に広く分布する本種の系群構造については、1970

年代初めに、我が国において“農林水産省特別研究 スケトウダ
ラ資源の系統群の解明に関する研究”として集中的な研究が行
われた。隣接する複数の資源でそれぞれに交流はみられるもの
の、計測・計数形質及びアイソザイムを用いた遺伝学的変異性
の研究結果から、北海道周辺の太平洋、日本海北部、オホーツ
ク海南部、根室海峡、ロシア 200 海里内のカムチャツカ半島
周辺、ベーリング海西部大陸棚、米国 EEZ 内のアリューシャ
ン列島周辺、ベーリング海東部大陸棚、アリューシャン海盆及
びアラスカ湾のそれぞれの海域に分布する資源が系群として
認識されている。これらの系群については、必ずしも遺伝的に
隔離されたものではなく、それぞれの資源構造・分布様式自体
も資源量の変動に伴って変化する様子がみられている。 

近年、マイクロサテライト DNA 等新たな遺伝マーカーによ
る分析技術が開発され、これらの最新技術の適用による系群判
別の試みが日本、米国、ロシア及び韓国によりなされている。
現状では、緯度によって南北で遺伝学的に変異が見られるとす
る結果が得られているが（Canino et al. 2005）、北海道周辺
海域あるいはベーリング海内部での地方群あるいは系群の違
いのような細かな単位での資源構造の識別はされていない。 

環境及び生態系 
本種は、北太平洋の広い範囲で漁業対象として重要な位置に

あるばかりではなく、その生態系の構成要素という視点からも
重要な位置にある。幼魚期から成魚期に至るまで、高次捕食者
の餌生物として、あるいは海域の動物プランクトン捕食者とし
て、他生物と相互に関係しながら、北太平洋の生態系の鍵種と
して重要な位置にある（Springer 1992）。 

本種の産卵場は結氷海域に隣接して分布することが多く、水
温環境や水塊構造が分布や産卵場形成を規定する重要な要因
として考えられている。本種の主要な分布域であるベーリング
海では、レジーム・シフトのような気候や海水温の変化が、生
態系の変化をもたらしていることが明らかになりつつある
（Grebmeier et al. 2006）。また、このようなレジーム・シフ
トに伴って、初期生残に影響する生態学的過程が変化すること
により本種の資源量がコントロールされるとする仮説が提示
されている（Hunt and Stabeno 2002）。この仮説では、寒冷
期にプランクトンの生産力が低下し、ボトムアップコントロー
ルにより加入量が低下して、資源量が減少する。一方、温暖期
に入ると初期餌料としてのプランクトンの生産力が高まり、加
入状況が良好となり資源量が増大するが、この状況が続くと、
大量に生き残る成魚により幼魚に対する被食圧が高まり、その
結果トップダウンコントロールにより加入量が減少する。海洋
環境変動を始めとして、海域の基礎生産を経て高次捕食者に至
るまでの様々な栄養段階の生物種との生態学的な関係が、複雑
に関連しながら本種の資源量変動に影響しているものと考え
られる。 

近年、我が国周辺水域に生息する本種太平洋系群及び日本海
北部系群について、海水の流れによる卵稚仔の輸送、水温、捕
食及び成長等が加入量変動に与える影響に関する研究が進展

している（水産庁・水産研究･教育機構 2024a）。 
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